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発 表 要 旨 ○ 調査の結果、管内の実なりはやや悪い傾向が見られたことから、
市街地や農地へのヒグマ出没が例年より多くなる可能性があります。

【人身被害防止のための注意点】
・ 生ゴミの放置など、ヒグマを誘引する原因を作らない。
・ 農作業等の際には、ヒグマの痕跡(足跡や糞)がないかを確認し
廃棄農作物を農地に残置しない。

・ ヒグマを目撃したり痕跡を発見したらすぐ役場に通報する。

○ 秋(10～12月)におけるヒグマの市街地や農地への出没の多寡は、
その時期の主要な食物の状況と関係があると考えられており、
道では、ヒグマの秋の主要な食物４種(ミズナラ、ブナ、ヤマブ

ドウ、コクワ)の実なりについての調査を実施しています。

○ 道では、人身被害防止のため、市町村や関係機関を通じた周知や
道ホームページでの情報発信により、道民の皆様にむけた注意喚起
に努めることとしています。

○ 本調査は、市街地や農地に出没するヒグマに対する注意喚起を
図ることを目的としており、キノコ採りなどで人間が山野に入る
際の被害防止については、9月8日(土)から10月31日(水)までを
「平成30年秋のヒグマ注意特別期間」として、注意喚起を図って
いるところです。

※参考(管内における過去の秋季ヒグマ目撃数)

１０月 １１月 １２月 実なり調査の結果
Ｈ２９ １２ ２ ０ やや悪い (不作～並作)
Ｈ２８ ７ ３ ０ 平年並み (並作)

報道に当たっての ○ 道政記者クラブ及び各総合振興局・振興局記者クラブにて同時配
お願い 付しております。

○ ヒグマによる人身被害発生防止のため、積極的な報道をお願いし
ます。
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